
　スーツが破れてしまったので、新しいものを新調した沼尾です。今日も一生懸命自分の肉体と向き合
い、ダイエットに励んでいます。そろそろ腹筋が割れても良い頃ですが、相変わらず俺の肉体はまだ答え
てくれません。夏には水着を着てかっこいいパパになれるべく少しの間甘いものを控えます。

（記事 ： 沼尾 一）
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事 務 局 紹 介
　セクレタリーの岡村です。本年度の事務局は𠮷田理事長の掲げる
「結束～自分らしさを大切に～」のテーマのもと、会全体の運営と各種
事業のサポートをさせて頂いております。事務局メンバーはそれぞれ
の個性が際立つ面々ですが、結束の文字通り一枚岩となって活動に励

んでおります。また、本年度は拡大委員会が
ない為、村上渉外局長を筆頭に「全員拡大！
　一人ひとりが拡大委員長」の想いのもと、
会員全員が責任感を持って拡大活動を進め
ております。尾道青年会議所、そして尾道の
よりよい豊かさへと貢献できるよう邁進してまいりますので、宜しくお願い致します。

（記事 ： セクレタリー　岡村 虹二）
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４
月
29
日
（
土
）
富
士
三
次
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
ゴ
ル
フ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
カ
ッ
プ
も
同
時
に

行
わ
れ
、
ゴ
ル
フ
初
心
者
で
も
気
軽
に
参

加
で
き
る
よ
う
に
な
り
総
勢
1
5
8
名
の

参
加
者
が
Ｌ
O
M
の
垣
根
を
超
え
て
交
流
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
島
田
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
に
よ
る
始
球
式
で
の
快

音
を
口
火
に
、
笑
い
声
の
絶
え
な
い
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
尾
道
青
年
会
議
所
は
団
体
賞
2
位
。
村
上
康

君
が
グ
ル
ー
プ
賞
1
位
、
個
人
賞
5
位
。
大
西

貴
明
君
が
ブ
ー
ビ
ー
メ
ー
カ
ー
賞
。
狩
野
聡
汰

君
が
グ
ル
ー

プ
賞
2
位
を

獲
得
し
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　
そ
し
て
、
今
年
ベ
ス
グ
ロ
は
村
上

康
君
で
し
た
！
が
、
ベ
ス
グ
ロ
賞
が

な
か
っ
た
で
す
…
。

　
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の
皆
さ

ま
、
並
び
に
主
管
い
た
だ
い
た
三
次

青
年
会
議
所
の
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
記
事
：
セ
ク
レ
タ
リ
ー
　
向
井 

豪
佑
）

　
４
月
17
日
（
月
）
尾
道
国
際
ホ
テ
ル
に
て
、

テ
ー
マ
「
友
情
〜
あ
な
た
の
ハ
ー
ト
に
レ
ッ
ツ

ト
ラ
イ
」
と
題
し
ま
し
て
４
月
例
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
尾
道
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
監
督
、
田
中
春
助
氏
を

講
師
に
お
招
き
し
、
友
情
に
つ
い
て
ご
講
演
頂
き

ま
し
た
。

　
本
例
会
で
は
、
講
演
前
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

大
小
様
々
な
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
ボ
ー
ル
回
し
を
行
い
、
失
敗

し
た
と
し
て
も
そ
の
理
由
を
皆
で
考
え
１
つ
の
目
標
に
仲
間

達
み
ん
な
で
向
か
っ
て
行
く
事
を

身
を
持
っ
て
体
験
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
講
演
で
は
田
中
先
生

自
身
の
経
験
談
を
元
に
友
情
に
つ

い
て
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
１
人
の
力
で
Ｊ
Ｃ
活
動
を
行
う

の
は
無
理
で
あ
り
、
仲
間
達
の
協

力
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
そ
し
て

仲
間
達
と
の
間
に
友
情
が
あ
れ
ば

苦
し
い
時
も
楽
し
く
過
ご
せ
る
と
思
い
ま
す
。

　
改
め
て
仲
間
の
友
情
を
考
え
る
こ
と
が
出
来
た
本
例

会
を
通
じ
て
、
皆
さ
ん
が
Ｊ
Ｃ
活
動
に
対
し
て
少
し
で

も
楽
し
ん
で
行
こ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら
え

た
な
ら
最
高
で
す
！

　
組
織
活
性
化
委
員
会
一
同
こ
れ
か
ら
も
全
身
全
霊
で

突
き
進
ん
で
参
り
ま
す
！

（
記
事
：
組
織
活
性
化
委
員
会 

委
員
長
　
高
垣 

裕
吉
）

　
2
月
25
日
の
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
会
員
会
議
所
会
議

よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
キ
ャ
ラ
バ
ン
も
気
が
つ
け
ば
残
り
わ

ず
か
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
3
月
は
中
国
地
区
内
各

ブ
ロ
ッ
ク
会
員
会
議
所
会
議
を
中
心
に
会
議
前
の
時
間
を

頂
き
、
4
月
に
は
他
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
方
に
も
ご
協
力

頂
き
、
広
島
県
内
各
地
L
O
M
の
例

会
前
や
懇
親
会
中
の
時
間
を
頂
戴
し

て
P
R
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
中
国

地
区
協
議
会
か
ら
の
挨
拶
、
尾
道
青

年
会
議
所
を
代
表
し
て
の
𠮷𠮷
𠮷𠮷𠮷



長
の
挨
拶
、
P
R
動
画
の
上
映
、
そ

し
て
平
岡
実
行
委
員
長
と
尾
道
で
一

番
有
名
な
猫
、
大
西
監
事
に
よ

る
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
行

い
、
尾
道
の
覚
悟
と
思
い
を
伝

え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
各
地

で
期
待
し
て
い
る
、
楽
し
み
に
し
て
い
る
、
絶
対
に

行
き
ま
す
と
い
っ
た
温
か
い
言
葉
を
頂
き
、
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。
気
が
つ
け
ば
中
国
地
区
コ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
ま
で
2
ヶ
月
を
切
り
、
キ
ャ
ラ
バ

ン
も
残
り
わ
ず
か
2
箇
所
と
な
り
ま
し

た
。
最
後
ま
で
過
去
最
高
の
中
国
地
区

コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
と
な
る
よ
う
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
記
事
：
中
国
地
区
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
実
行
特
別
委
員
会

副
実
行
委
員
長
　
安
保 

大
輔
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私
た
ち
総
務
は
、3
月
下
旬
、三
原
へ
と
遠
征

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。皆
様
、テ
ィ
ラ
ノ
レ
ー
ス

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。日
本
各
地
で
開
催
さ

れ
て
い
る
、テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
の
着
ぐ
る
み
を
着

て
、猛
ダ
ッ
シ
ュ
す
る
レ
ー
ス
で
す
。今
回
広
島
で

初
と
な
る
こ
の
レ
ー
ス
に
、総
務
+
専
務
+
先
輩

2
名
と
い
う
ベ
ス
ト
メ
ン
バ
ー
で
満
を
持
し
て
参

加
。総
勢
1
6
0
体
近
い
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
と

共
に
、砂
浜
を
全
力
疾
走
い
た
し
ま
し
た
。今

回
お
し
く
も
入
賞
は
逃
し
ま
し
た
が
、確
実
に

メ
ン
バ
ー
の
結
束
力
の
向
上
が
は
か
れ
た
と
実

感
し
て
お
り
ま
す
。

※
専
務
と
副
委
員

長
は
盛
大
に
転
ん
で

ビ
ー
チ
の
人
々
を
笑

顔
に
し
て
い
ま
し
た
。

（
記
事
：
水
野 

春
樹
）

BOSAI×FAMILY 2023
　4月30日（日）、私たち輝くまちづくり推進委員会は災害に強い
まちづくり事業「BOSAI×FAMILY２０２３」を開催致しました。
　この事業は、災害時について家族で話し合う場を設け、防災・減
災の意識付けをし、共助・公助という新しい観点から防災について
考えてもらうことを目的として実施いたしました。
　みなと祭2日目ということもあり予想をはるかに超える方が参
加申し込みに来られ、子どもたちが自分で考えながらスタンプラ
リーを行い、楽しみながら防災体験をし、スタンプラリーや防災体
験を振り返りながら、家族で日常に置かれている状況での防災に
ついて家族会議を行っていただきました。
　スタンプラリーや体験を通して楽しく学び、防災会議では家族
で真剣に話し合っている姿が印象的でした。
　参加頂いた方から「こういった防災のイベントはなかなか無い
から参加したかった。楽しかった」など、とても励みになるご意見を
いただきました。
　これからも輝くまちを目指し活動を行ってまいります。
　当日ご協力いただきましたメンバーの皆様、ありがとうござい
ました。　　　　　　　　　 （記事 : 輝くまちづくり推進委員会　髙橋 諒祐）

　4月29日（土）、30日（日）第80回尾道みなと祭が開催
されました。
　尾道青年会議所は、松本委員長をはじめとする未来輝く
青少年育成委員会の設営の元、「祭ってええじゃん！尾道 JC 
みなと縁日】と題して「縁日ブース」・「飲食販売ブース」を尾
道駅前緑地帯にて出店しました。
　開催80回目の節目を迎え、３年ぶりに規制を緩和して開
催された尾道みなと祭り。
　1日目の２９日は、あいにくの雨にもかかわらず地域の
方、観光でお越しの方を問わず、多くの方に訪れていただき
ました。2日目の30日には天候も回復し、会場では参加者
の皆さまの熱気に包まれ、尾道のまちがより一層活気にあ
ふれていました。
　各ブースに行列が出来るほどの賑わいをみせ、たくさん
の子供たちの笑顔が溢れていました。射的ブースでは、子ど
もたちが一生懸命に的を狙っている表情は真剣そのもの！
　飲食ブースでは、子供たちが自分で作ったわたがしを、美
味しそうに食べていたのが印象的でした。子供達にとって、
わたがしを自分で作る経験は楽しく、いい思い出になったの
ではないでしょうか。
　当日を迎えるまでは多くの心配事がありましたが、多くの
メンバーにご協力いただき、無事に終えることが出来まし
た。ご協力いただいたメンバーの皆様、そしてご来場いただ
いた皆様本当にありがとうございました。
　今後も、尾道青年会議所は、地域の方々との交流を深め、
まちに活気をもたらす活動を継続していきます。

（記事 ： 未来輝く青少年育成員会　西垣内 健人）
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29
日
（
土
）
富
士
三
次
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
ゴ
ル
フ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
カ
ッ
プ
も
同
時
に

行
わ
れ
、
ゴ
ル
フ
初
心
者
で
も
気
軽
に
参

加
で
き
る
よ
う
に
な
り
総
勢
1
5
8
名
の

参
加
者
が
Ｌ
O
M
の
垣
根
を
超
え
て
交
流
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
島
田
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
に
よ
る
始
球
式
で
の
快

音
を
口
火
に
、
笑
い
声
の
絶
え
な
い
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
尾
道
青
年
会
議
所
は
団
体
賞
2
位
。
村
上
康

君
が
グ
ル
ー
プ
賞
1
位
、
個
人
賞
5
位
。
大
西

貴
明
君
が
ブ
ー
ビ
ー
メ
ー
カ
ー
賞
。
狩
野
聡
汰

君
が
グ
ル
ー

プ
賞
2
位
を

獲
得
し
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　
そ
し
て
、
今
年
ベ
ス
グ
ロ
は
村
上

康
君
で
し
た
！
が
、
ベ
ス
グ
ロ
賞
が

な
か
っ
た
で
す
…
。

　
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の
皆
さ

ま
、
並
び
に
主
管
い
た
だ
い
た
三
次

青
年
会
議
所
の
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
記
事
：
セ
ク
レ
タ
リ
ー
　
向
井 

豪
佑
）

　
４
月
17
日
（
月
）
尾
道
国
際
ホ
テ
ル
に
て
、

テ
ー
マ
「
友
情
〜
あ
な
た
の
ハ
ー
ト
に
レ
ッ
ツ

ト
ラ
イ
」
と
題
し
ま
し
て
４
月
例
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
尾
道
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
監
督
、
田
中
春
助
氏
を

講
師
に
お
招
き
し
、
友
情
に
つ
い
て
ご
講
演
頂
き

ま
し
た
。

　
本
例
会
で
は
、
講
演
前
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

大
小
様
々
な
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
ボ
ー
ル
回
し
を
行
い
、
失
敗

し
た
と
し
て
も
そ
の
理
由
を
皆
で
考
え
１
つ
の
目
標
に
仲
間

達
み
ん
な
で
向
か
っ
て
行
く
事
を

身
を
持
っ
て
体
験
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
講
演
で
は
田
中
先
生

自
身
の
経
験
談
を
元
に
友
情
に
つ

い
て
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
１
人
の
力
で
Ｊ
Ｃ
活
動
を
行
う

の
は
無
理
で
あ
り
、
仲
間
達
の
協

力
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
そ
し
て

仲
間
達
と
の
間
に
友
情
が
あ
れ
ば

苦
し
い
時
も
楽
し
く
過
ご
せ
る
と
思
い
ま
す
。

　
改
め
て
仲
間
の
友
情
を
考
え
る
こ
と
が
出
来
た
本
例

会
を
通
じ
て
、
皆
さ
ん
が
Ｊ
Ｃ
活
動
に
対
し
て
少
し
で

も
楽
し
ん
で
行
こ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら
え

た
な
ら
最
高
で
す
！

　
組
織
活
性
化
委
員
会
一
同
こ
れ
か
ら
も
全
身
全
霊
で

突
き
進
ん
で
参
り
ま
す
！

（
記
事
：
組
織
活
性
化
委
員
会 

委
員
長
　
高
垣 

裕
吉
）

　
2
月
25
日
の
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
会
員
会
議
所
会
議

よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
キ
ャ
ラ
バ
ン
も
気
が
つ
け
ば
残
り
わ

ず
か
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
3
月
は
中
国
地
区
内
各

ブ
ロ
ッ
ク
会
員
会
議
所
会
議
を
中
心
に
会
議
前
の
時
間
を

頂
き
、
4
月
に
は
他
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
方
に
も
ご
協
力

頂
き
、
広
島
県
内
各
地
L
O
M
の
例

会
前
や
懇
親
会
中
の
時
間
を
頂
戴
し

て
P
R
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
中
国

地
区
協
議
会
か
ら
の
挨
拶
、
尾
道
青

年
会
議
所
を
代
表
し
て
の
𠮷𠮷
𠮷𠮷𠮷



長
の
挨
拶
、
P
R
動
画
の
上
映
、
そ

し
て
平
岡
実
行
委
員
長
と
尾
道
で
一

番
有
名
な
猫
、
大
西
監
事
に
よ

る
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
行

い
、
尾
道
の
覚
悟
と
思
い
を
伝

え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
各
地

で
期
待
し
て
い
る
、
楽
し
み
に
し
て
い
る
、
絶
対
に

行
き
ま
す
と
い
っ
た
温
か
い
言
葉
を
頂
き
、
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。
気
が
つ
け
ば
中
国
地
区
コ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
ま
で
2
ヶ
月
を
切
り
、
キ
ャ
ラ
バ

ン
も
残
り
わ
ず
か
2
箇
所
と
な
り
ま
し

た
。
最
後
ま
で
過
去
最
高
の
中
国
地
区

コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
と
な
る
よ
う
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
記
事
：
中
国
地
区
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
実
行
特
別
委
員
会

副
実
行
委
員
長
　
安
保 

大
輔
）

４
月
例
会

広
島
ブ
ロ
ッ
ク

　

  

ゴ
ル
フ
大
会
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ブ
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ク
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フ
大
会
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国
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コ
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ァ
レ
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2
0
2
3 
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尾
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国
地
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レ
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道
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P
R
P
R


	名称未設定-1
	名称未設定-12

